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形にとらわれずに形にとらわれずに
「自由」に表現！「自由」に表現！

インテリア装書教室で開眼

　実りの秋を迎え、お米も収穫の
シーズンを迎えます。今回は当別
で米農家を営み、書家「由芽」と
しても活動されている檜山由美さ
んにお話をお聞きしました。

習い事として始めた書道

書道を 習 い 始 め た の は、
小学 3 年生の時。親

に習い事を進められ、近所の書道
教室に通い始めました。昔から書
家を目指してたわけではありませ
んが、とにかく文字を書くことが
好きでした。就職してからも、当
時はまだ職場にパソコンが普及し
ていなかったので、文字を手で書
く機会が多くあり、のし袋もよく
書いていました。その後、実家が
農家だった夫と出会い、結婚を機
に当別にやってきました。

転機となったのは、札幌
でインテリア装書を

習いに行った時です。インテリア
装書とは、従来の書道にとらわれ

書道は自分を表現するツール

集中して文字を書いてい
る時が一番楽しいで

す。何日も思ったように書けずに
悩むこともあれば、すぐに書けて
しまうこともあり、本当に奥が深
いです。また、書道は私にとって
自分を表現するツールの一つだと
思っています。文字の太さや長さ、
力強さなど、表現の仕方は無限に
あります。毎回同じように書ける
ことは決してなく、答えがないと
ころに魅力を感じます。答えがな
いからこそ、自由に表現すること
ができ、何度も挑戦してみようと
思えるのかもしれません。

ず、自由な発想で表現する書道作
品のことです。今もお世話になっ
ている倉本真知子先生から、文字
だけではなく、色やデザインで表
現することの楽しさを学びまし
た。カラーコーディネーターの資
格を持っていたこともあり、自分
が目指すべき書家のイメージを確
立することができました。

当別で繋がり魅力を伝えたい

今は新型コロナウイルス
の影響もあり、人が

集まることが難しいですが、落ち
着いたらワークショップを開い
て、インテリア装書の楽しさを広
めたいです。また、当別にはアー
ト活動をしている人が多いと聞き
ますが、なかなかつながる機会が
ありません。当別でアート活動を
している人たちの輪を広げ、何か
新しいことができないか模索して
います。みんなで協力して、いろ
んな形で当別の素晴らしさを伝え
ていきたいです。（8月18日取材）

書家書家「「由由
ゆ めゆ め

芽芽」」

夫の雅一さんが生産するお米
のパッケージもデザイン

文字やデザインを自由な発想　
で表現する「インテリア装書」


